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ロ シ ア語 に お け る dativus　ethicus とそ の 周辺

粟　　 原　　 成　　 郎

1 序

　一般に ， 与格に は感性的 な働 ぎが強い oW ．ハ ーフ ェ ル ス は 『説明的統辞論

提要』 に お い て 「個 々 の 格形態の うち，与格ほ ど，感情 の 担 い 手の 役割を引き

受けるに 相応 しい格は 他に な い 」
（1［ と述べ ， ドイ ツ 語に お ける所有の 与格と所

有の 属格の 交替に ， まず 、 考察の 目を向けて い る。 与格表現 Den 　Eltem 　starb

ihr　einziges 　Kind （そ の 両親は 独 りっ 子に 死なれた ） に は ，共存 の 属格表現

Das　einzige 　Kind　 der　Eltern　starb （再親の 独 りっ 子が死 んだ）に見られ な

い ，深い 感慨が こ め られ て お り，緩者は前者に 比 して 現わ れる こ とが少な い 。

ま た ，近代 ドイ ツ 語 の 方言の な か に は ，古い所有の 属格が 《meine 皿 Vater

sein 　 Haus＞＞式 の 与格表現に よ っ て殆ん ど完全に 放逐され て い る もの もある が ，

こ の 言語形式が存在 を確保す るに 至 っ た原因lt，ま さに こ の与格を本来的に特

微づけて い ると こ ろ の 熱情 （Geftih王swtirme ） で あ る・と ハ ーフ ェ ル ス は 説 明

す る 。
Du 　bist　mir 　ein 　 netter 　 Ker1（お 前さん は ほ ん と うに い い 奴だ よ） に

お け る与格 の如き， 民衆語で愛好 され て い る ， さまざまな意味の ニ
ュ ア ン ス を

持 っ dativus　ethicus （心 清の 与格）は ， 感情表出の 与格 の 純粋なもの とされ

る 。
こ の 与格は ， ドイ ツ 語 の 場合 ， 時に応 じて ，随意に 用い られ るに す ぎない

が，言語 の なか に は ，例えば バ ス ク 語の よ うに ， 動詞 に と っ て 不可 欠な ， 規則

的 に 現わ れる補語とな っ て い る もの もあ る，と言 う。 更 に ，
ハ ーフ ェル ス は ，

dativus　ethicus と密接な関係に あるもの として 再 帰的表現 （例 ， 古英語 he

gewat 　him 「彼は 行 っ た」） に注 目し，こ の 問題に 関す る詳細な比較研究が望

ま し い こ とを指摘 して い る 。

　 ス ラ ヴ語 に お け る dativus　ethicus の 問題を個別的に （と くに ，
バ ー7 エ ル

ス に お け る よ うな 目的論的言語研究 の 立場か ら）論考 した ，詳細な研究 は 未だ

見られ な い が ， その用法に つ い て は ， 既に 早 く， ミ ク ロ ーシ チ 12］お よび ヴ t

’
ン

ドラ ーク 〔3｝に 基礎的な記述がある 。 古教会 ス ラ ヴ語 の 与格 に つ い て は ， 比較的

新 し く，プ ラ ーヴ デ ィ ソ ，C4｝ム ラ ゼ ッ ク
｛5）の研究が あ り・ dativus　ethicus の 問
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題に も触 れ て い る 。 古 P シ ア 語 の dativus　ethicus に つ い て は ，ブ ス ラ
ーエ

フ 岬 ロ
ー

ム チ ェ フ ，｛71 ス プ リソ チ ャ
ー

ク 個 最近 で は ， ア カ デ ミ ア版 『東 ス ラ

ヴ語歴史 ・比較統辞論』｛9｝ などに ， それぞれ，短 い 言及 が あ る 。 現代 卩 シ ア 語

に こ の 与格の 用法を 認 め る 立場 を と っ て い る の は シ ャ
ーフ マ ト フ ゆ で ある 。

　　しか しなが ら ， 以上 の 諸研究に お い て ， ス ラ ヴ語 の くdativus　ethicus ＞の 用

語 （定義）と用 法分類に は 明確 な統刊 生が見 られず ， 殊に ，
ロ シ ア語に 関 し て

は ，シ ャ
ーフ マ ト フ の よ うに こ の 言語に dativus　ethicus を認 め る場 合 に も ，

そ の 用法の 継 承の 仕方　　消失に せ よ ， 発達に せ よ　　の 独 自性 に つ い て の認

識｝こ 不 十分 の 感を免れ得 な い 。

（1） W ．Havers 、　 Handbuch　 der　 erklarenden 　Syntax．　Heidelberg，1931，
　S．36．

（2） EM 　 iklosich．　Vergleichende　Grammatik 　der　slavischen 　Sprachen．　IV．　Band．

　Syntax．　Heidelberg，1926，　S．601−604．

（3） W ．VondrAk ．　 Vergleichende 　 slavische 　 Gramlnatik．　 II．　 Band．　 Formenlehre

　 und 　Syntax．　G6ttingen ，1908，　 S．363−364．

（4）　A ．B．1
’
lpaB双HH ．　AaTenbHblil　npHr πaro πbHu 曲 BcTapocaaBfiHcKoM 　H　ApeBHe −

　pyccKoM　fi3blax。《yq ，3an ．　 KH −Ta 　 cnaBfiHoBeAeHHfi 　 AH 　CGCP 》，　 T．　X ，1956，

　CTP ．3−115．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　
層

（5）　P ．瓢 pa3eK・瓜aTe πbHb 磁 HaAe 冫K　B　cTapocnaBflHcl ｛oM 　n3b 【Ke ，− B　c6 ．〈（Xcclie一

　皿oBaHllfi 【lo　cHHTaKcncy 　cTapocJ1aBAHcKoro 　A3bIKa 》1
』
npara，　1963，　cTp ．22δ一

　 261，

（6＞　Φ．レ廴　BycJエaeB ．　McTopMqecKaH　rpaMMaTHKa 　pyccKoro．　fiali【Ka ．　ハ4．，　1959，

　CTP ・394・

（7）　T．∬．」工oMTeB ．　 OqepK皿 　πo　HcTop 騒 qecKoMy 　cHHTaKcHcy 　pyccKoro 　fi3もIKa．

1956，CTP ・254−255・

（8）　只・A ・CnpzHqaK・OqepK　 PYcclくoro 　 HcTopHgecKoro 　 cHHTaKcMca ・（HpocToe
【lpeAno ｝KeHHe ）・KHeB ， 1960，　cTp ・139・

（9）　CpaB田 ｛TenbHo −HcTop 睦qecK 匪蔵　cHHTaKcnc 　BocToqHocnaBffHcKHx 　 月3bエKoB ，

　
tlneHb

匸 npennomeH 朋 ．　 AH 　 CCCP ．　 Hon 　 pen．　B ．　H ．　BopKoBcKoro．　M ．，1968，

　eTp ．195−・197，（《八aTe πbHb 磁 naAeM 〈＞＞の 執筆担当者は P．　B．　KepilllieHe）．

  　A．A．　ILIaxMaToB．　CvaHTaKcHc　 pyccKoro　 n3blKa ．∬．
， 1941，　 cTp ．339．

2dativus 　ethicus の 文 法的特性

　　シ ャ
ーフ マ ト フ は ，行為や作用 を受 け る 人．の 利害 ・関心 を 裏 わ す 与 格

くAaTeJrbHblX 　3aHHTepecoBaHHoro 　emuua＞ の 用例を集 め て ， こ れ を 一括 して

〈dativus　ethicus ＞と呼 んで い るが ， そ の 内容は ， む しろ ， 〈dativus　commodi ，

incommodi＞（利害 の 与格） と呼ぽれ て い る もの に 近 く， 集め られた用例 の う
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陣

ち ・ 伝統的 な用語法に お ける 〈dativus　 ethicus ＞（シ ャ
ー

フ a ト フ 自，身は こ の

用語 に 何 の 定義 も与え て い な い ） の名に 徨す る もの は 殆ん どな い ，と言 っ て よ

い 。 彼 の 挙げて い る与格 の 例は ， 入称代名詞 Te6e
，　BaM

，
　MHe

，
　 eMy と名詞

MoeMy 　cblHKy ，　JEypHblM ハloAAM で ，再帰代名詞 ce6e の 例 は ない 。

　 そ こ で ・ ス ラ ヴ語の 文法に お い て 伝統的に 〈dativus　ethicus ＞と呼ばれ て い

る もの が何 で あ る か を再検討 し，その ロ シ ア 語に お ける用 法を考察す る必 要が

感 じられ る 。

　 まず統辞論的に 見て ・ dativus　ethicus な い し dativus　co 皿 modi は ， 動詞
に 支配され る斜格補語 と して の 与格 （例 ， lloMoraTL 　oTlly ，　BepHTh 　ce6e ） と

違 っ て ， 動詞 と の結び付 きが緩 い ， い わ やる 〈Loserer　 Dativ＞ （cBo60nHbli ！

姻 Te 島 Hbl恥 で あ る 。 例え ば ・古 卩 シ ア 語 の qTO 翅 【llyMldTb
，
　 LITO ．ltl‘

3BeHliTb ！laneqe 　paHo　npen ：E・　 3。pflMH　？ （Cn・Bo　o　no 』Ky 　Mr 。peBe） （qT 。

♂鷹 田 yM 班T
・ 9To 捌 θ 3BeHKT 脚 e肥 paH。　HepeA 　3。pAMLI　？ JI．　THMo ・peeB

現代語訳）に お い て ， 人称代名詞与格 MH は動詞 との 結合に 緊密性 ・必然性を

持た な い 。
rイ ーゴ リ軍譚』 の あ る注解者は ， こ の 与格の 用語 に お い て 人称 代

名詞の 意味は 磨減 して ，助詞 （orrpeJtenMTe πbHafi 　9acTHUa ） の 意味に な っ て い

る ， と言 う。
（1｝ これは 通称 「ア カ デ ミ ア文法」 の 説 明 に近 い 。 ア カ デ ミ ア文法

に従 うと，HoroBopH　Tb ［ 謝 8 ； CHnvT ‘θ6θ uynbi6aeTcfl の よ うな タ イ プ の

文に お い て ，MHe ，　ce6e は 動詞 と の 語結合 を形成 しな い ， なぜ な ら，それ らは

客語的闘 係の 表現 に 役立 た な い か らで あ り， 代名詞 MHe は こ の 場 合 qaCTHIIa

の 機能を 果 し
，

一方 ce6e は こ の よ うな用 法 に お い て は 述語を構成す る qaCTnlla

で ある 。
c2［ こ の よ うな ce6e の 用法 は 古い dativus　ethicus の 流れを 引 くもの

で ， P 語 に お い て頻繁に 用い られ る 。 例，〔分〕 AO 　BapeHbA 　oueHb 　 OXOTH ？lua
，

　　roBopHna 　nnrra．　 Cfl双y　ce6e　B　yronotlKe　H　Bce 　qa 盤　rlb王o　c　BapeHbeM ．

qexOB．　B　OBpare ．（厂あた しは ジ ャ ム に 目が な い の よ」 と リーパ が言 っ た 。
「ひ

と りで 部屋の隅 っ こ に坐 っ ち ゃ あ，の べ つ ジ ャ ム 入 りの お 茶を飲 む の 」）。 4 巻

本お よ び 17巻本 の ア カ デ ミ ア 露語辞典 もこ の よ うな ce6e を 〈qaCTHua ＞と し

て 見出 し語に 挙げて い る 。 統辞論的処理 の 必 要か ら，品詞 的に 曖昧な ， 形態論

の一種 の 屑籠と もい うべ き 〈qaCTHIIa＞ に余 りに も多 くの もの を擾げ入 れる こ

とは 好 ま し くな いが ，人称 代名詞お よ び再帰代名詞の 与格 の こ の 統語的 特殊 性
に つ い て は ，多 くの 人 が注 目し て い る 。

　こ の 〈dativus　ethicus ＞に つ い て ・ カ ール ス キ イは 「それ は 動詞を殆 ん ど説

明せ ず ， 動詞 に 依存す る こ とが殆 ん どな い 」（3） と言 い ， プ ラ ーヴ デ ィ ン は 「こ
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の 与格 は 支配す る動詞 と殆 ん ど結び つ い て お ら ず ， ynpaBneHHe （支配） と

nPHMblKaHMe （附加 ）と の 間 の 境界に あ る」【4〕と述 べ ，シ ャ
ー

フ マ ト フ は 「言わ

ぽ 挿入 語の よ うな も の 」〔S｝ と見倣 して い る 。
ペ シ ュ

＝ 一 フ ス キ イは ， 母親が 子

供 に 言 う場合の 言い 付け 《qTo6 　Tbl ・lfκe　He 　cMe 刀a　BlilcoBblBaTbcfi 　H3 　nBepH ，

nOKa 　 fi　 He 　 HPHny ！》（私が 1帚 っ て くる まで ドア の 外へ 出 る ん じ ゃ な い よ）；

＜＜
LITo6

　Tbl　 vlfHe 　Bena 　ce6 只 npHxHqHo ！》（お 利口 に して い るん で す よ）を 例に

挙げて ， 与格 MHe は 弱被支配成分 （c”a60 ・ynpaBnfieMbIe　quleHbl） で ， 動 詞

CMe 刀a
，
　 Bena に 依存せ ず ， 語群全体 に 係 る ， と考え て い る 。

｛6［

　以上 を綜合する と ， こ の よ うな与格は ，文構成 の 要素と し て 不可欠の もの で

は な く ， 陳述 に 感檮的要素 を加え ， 文体に 生気を もた らすた め の 虚辞と見 る こ

とが で ぎよ う。

（1） B．ld・CTe測 eロK 臆 CnoBo　Q　no πKy 　MropeBe・M ・
， 1965，　cTp ・148・

（2）　rpaMMaTHKa　pyccKoro 　 n3bIKa ，　 T，三て，　 q．1．　 AH 　CCCP ．　M ．，1960，　 cTp ．130。

（3）　E・Φ．KapcKH蔔・Be阻 opycb 正・只3bIK 　6enopyccKoro 　 Hapona ・Bbm ・2−3・M ・，1956，

　 CTP ・412・

（4）　A．B．　rlpaB双llH．　yKa3．　coq ．　cTp ．102

（5）　A ．A ．田 axMaToB ．　yKa3．　coq ．　cTp ．339．

（6）　A ・瓢・He 田 KoBcKH 猷 PyccKHfi 　cHHTaKcHc 　 B　 HayqHcM 　 ocBe 取 eHHH ・3−e 　H3A ・

　M ．，　1928，CTP ，333．

3　dativus　ethicus の 意味

　 dativus　comm σdi，　 incommodi （利害の与格），　 dativus　 ethicus （心情の 与

格），dativus　possessivus （所有 の 与格），　 dativtts　 sympatheticus （交感の 与

格）は 互 い に 意味が類似 し ， 用法に 区別 が つ か な い こ とが多い 。 ミ ク ロ ー
シ チ ，

ヴ ォ ン ドラ ーク ， ブル
ー

ク マ ン な ど の古典的な比較文法は ， dativus　commodi

に 基づ くもの で ，人称代名詞 の第 1 人称と第 2 人称 の 与格 （と くに enclitica

の MH
，
　TH ） の 用 法 の み を dativus　 ethicus と呼ぶ 。 ミ ク ロ

ー
シ チ に よ る と，

dativus　ethicus は 「満すべ き要求を持…
っ て い る人 ， 事柄に 対 して 喜び や 不満

を持 っ て い る人 ，そ の 人の 見解に 事柄が適合 して い る と こ ろ の 人を 指す」。
ω カ

ー一
ル ス キ イに よれぽ ， dativus　ethicus は 「その人に とっ て 要求や希望の成 就

が重要で ある とこ ろ の 入 ， ある い は ある一定 の状態に 関心を持 つ 人を表わす」。

｛2
！

　古 ロ シ ア 語，古教会 ス ラ ヴ語 に お ける dativus　ethicus の 用 例は余 り多 くな

い 。
ム ラ ゼ ッ ク は ， 古教会 ス ラ ヴ語 に お け る こ の与格の 用法が ご く少数例 しか

見当らな い こ とを 報告 して い る 。
〔3｝そ の 代表例は c5MoTpHTe ．ifu　3　6”OJIisHCTBO
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Hxb （Cynp．）（彼ら の 悪 しき行な い を視 よ）の 如 く， 動詞 〈見る 〉 と共に 用 い

られ た命令や疑問の表現で ある 。 dat三vus 　ethicus とは ，主 と して ， 話 者の 報

知対象に 対す る情緒的態度 ， また は 話者が対話者 に 対 し て 同
一

の 聞心 を 持っ よ

うに 要求す る気持 ち の 非分析的 な表現で あ り，そ の た め に 陳述に 誠意や親密さ

な ど の 感惰 の 二 ＝ア ソ ス が付与され る 。 従 っ て ，そ こ に 現わ れ る の は 1 人称お

よび 2人 称の 代名詞 で あ り，第 3人称 の 代名詞 （な い し第三 者を 示 す 名詞）が

現われ る こ とは な い ， と言 っ て よい
。 第 3人称を とる場合は ， dativus　ethicus

が よ り明確 に ，分析的に な っ た表現で ， dativus　 commodi と見做す の が普通

で あ る 。

　古 ロ シ ア 語の 与格表現 OTbUb ．Sta　oyMbP 脆 （JlaBP．　xeT ．）（汝 の 父 は逝去 し

た）に は ， 日本語 の 「汝は父に 死 なれた 」 に 近 い ， 話者 の 感慨が ある と同時に ，

先に ハ ー
フ ＝ル ス を 引い て述 べ た よ うに

，
こ の 心情 の 与格に は所 有・所属 （叩 H ・

HaJlne ）KHocTb ）の ニ
ュ ア ン ス もある 。

　 dativus　ethicus は と くに 南 ス ラ ヴ語 に

お い て強 く生 ぎて い るが ，
ロ シ ア 語に お い て は ， 入称代名詞 1 ・2 人称与格 の

enclitic 形 Mgl
，
　 TH が 17世紀中葉 まで に 姿を消 して い る｛41 の と 並 行 して ， そ

の 本来的な ， 自由な用法 は失われ て い る ， と 考えて よ い 。 し か し な が ら，

dativus　ethicus が ，　 OH 瓢 eT 　ce6e 　H 　B　yc　He 　AyeT （彼は 知らん顔 して さ っ

さ っ と歩 い て い く） の よ うな裘現 に お け る ce6e に そ の 痕跡 を留 め る の み で ，

「現代 ロ シ ア 語か らま っ た く消失 した 」岬 と言 うの は正 し くな い 。 現代 ロ シ ア

語に お い て も ， 「話者が ある何か に 閧 して 自分 の 利害関係を持 つ 時 の 危惧の 念・

苛立 た し さ ・忌 々 し さ を表わ すた め に 用 い ら れ る押 MHe や，「威嚇 ・忌 々 し

さ ・幻滅を表 わすた め に 用 い られ る1【T｝ Te6e （俗語形 Te ） の 用法 に dativus

ethicus の 意味 は 保た れて い る 。 例 ： He　pa36e貢Te 　Bbl　 v｝tHe 　cTeKJIo 　！（ガ ラ ス

を破 っ ち ゃ 困 る よ）； BparoB　HMeeT 　B　MIipe 　BcHK
，　Ho 　oT　Apy3etl 　cnacH 　Hac

，

60凪 e ！yzc　gTH ．veκ e　npy3bH ，　npy3bH ！ ny 田 KHH ，　EBreH雌 OHerlaH、（こ の 世

で は 誰で も敵を持 っ て い るが ， ああ ， なん とか ご勘弁ね が い た い の は む し ろ 親

友 の ほ うだ 。 ほ ん と うに ， あ の 親友 と称す る連中は ！）； ［CaurbepH：コMHe 　He

cMewHo ，　KorAa 　Maxfip 　Hero 双Hb 溢 ♂vsκe ロa町KaeT 　Ma 双oHHy 　PaOPagnfi．1
’
lylHKHH．

MOIIaPT　H　CaabePK，（僕は 役立た ず の へ ぼ画 家ボ ラ フ ァ
エ ル の マ ドソ ナ を塗 り

た くっ て も， お か しい とは 思わ な い ）； ［Bo即 bl朋 ］ qTo 　me 　npvaKnleguaocb ，

CyAapblHfi　？　He 　BuAHurb
， 9To 　Jlb

，
　MeHfi　？　A．1｛．　ToπcTo 首．　 Hoca／u｛HK ．（ど

うした の
。 私が わ か らな い の

。 ）；
− BoT　Te6e 願 Bo3Ay ！IIHafi　TpeBora

，

＿

cl〈a3a ” BnTfi．　 K Φe双酣 ． 6paT　H 　cecTpa ．（「そ ら空襲警報だ」 と ヴ ィ
ーチ ャ
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が 言 っ た ）。

　dativus　 ethicus は 述 べ る事柄 に 関 する 話者の 利害 ・闘心 に 発 する感情の 非

分析的な褒現，お よ び それ の 対話者 （あ る い は 第三 者）へ の 転移 で あ り，感情

的 ・心情的で あるが故 に ，感嘆文 ・命令交 ・疑問 文に お い て 現われ る こ とが 多

い o

　ω　F．Miklosich．　op ．　cit ．，　S，601．

　  Eゆ ・KapcKHtt・yKa3．　cou ．　cTp 。412．

　（3）　P・Mpa3eK．　yKa3．　coq ．．　cTp ．241−242．

　（4） rr・fi・tlepHbix ・HcTopHuecKa ” rpaMMaTBI ｛a　 pyccK・ r ・ fi3bllca ，3−e　 H3羝 ．　M ．，

　　1962，　CTP ・219・

　（5） CpaBHHTenbHo−licTopngecKlith 　 cKHTaKcHc 　 B。cToqHoc 刀aB πHcKHx ”3bll〈oB ．

　　
tlneHN

　npe 双刀o｝tceHliH・M ・，1968，　cTp ．196．

　（6）　TonKoBhl藍 enoBapb 　pyccKoro　H3blKa ．　T．　IVL ”oA 　peA．∬．　HL　y 皿laKoBa ．　M ．，

　　1940．CTP ・1449・

　（7）　CnoBapb　pyccKoro　H3hlKa ．　T ．　IV．　AH 　CCCP ．　M ．
， 1961，　cTp ．592．

4　自動 詞 十 ce6e の 語法

　 dativus　ethicus の 名残 りが ，現代 ロ シ ア 語に お い て は ，　 OHa　ce6e　MO 」gllT

（彼女は た だ黙 っ て い る） タ イプ の 文に おける再帰代名詞与格 ce6e に 特徴的

に 見られ る こ とは ，多 くの 人が指摘 し て い る 。 こ の ce6e は ア ク セ γ トが な く，

口語に お い て ， 動詞 な い し代名詞 と共 に 用 い られ ， 厂動作が 自由 に ，勝手に ，

自分 の 気がすむ よ うに 行 なわれ る こ とを 強調す る 1．
（1｝ こ の 与格は 有利 の 与格

（dativus　comlnodi ）に 源 を発 し，「自分 の 利益 ・満足 の ため に 」
→「他人に 構わ

ず 」→ 「勝手に ・気儘に 」 の よ うに 意味が狭め られ ， 動詞 と共に 副詞的 に 用 い ら
れ る ，と考え る こ とが で きる 。

　 ミ ク ロ ー
シ チ は こ の再帰代名 詞与格 に つ い て次 の よ 5に 考察 して い る。

厂与

格 seb 息，　si は ， 主 語が 行為を 自分 自身 の た め に 行な うこ と，状況が 主語に の

み 適合する こ とを示 す 。 こ の 語結合に お い て， dativus　ethicus に 関連す る本

来的 な意昧は ，しか し，大抵 ， きわ め て 弱 ま っ て い る 。 こ の sebe
，
　si と共に

現わ れ る動詞は ・sitzen （＝ c瓢 eTb ）・ liegen（＝ Jle＞KaTb ），　 stehen （＝ 　cToATb ），

gehen （＝HnTH
・

xonmb ）； denken　（＝ AyMaTb ），　trauem 　（＝ ropeBaTb
，
　Toc −

KoBaTb ）；1eben　（＝ ＞KHTb ），　sein　（＝＝　6blTb）」o
｛2〕

　 ロ シ ア 語 に お い て ce6e と共に 用 い られ る動詞は ， ミ ク ロ ーシ チ が 示 し て い

る ご と く，語彙的 に ある程度 の 限界が ある 。 それ ら の 動詞 は斜格補語を伴わ な

一 76 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japanese Association of Russian Scholars

NII-Electronic Library Service

Japanese 　 Assooiation 　 of 　 Russian 　 Soholars

い 自動詞 で ，しか もあ る程度時間的持続を伴 うもの が 多 い 。 例 ： OH 　 」le冫KHT

ce6e 　TaM ，　M　HH ・leFO 　He 　rOBOPHT （彼は そ こ に 横に な っ た ま ま、何 も言わ な

い）； OHe田 H　cnHT 　ce6e 　r”y60Ko ．　 Hy 田 KHH ．　 EBreHp磁 OI｛eFPJH．（オ ネ
ー

ギ ソ

は深 々 と眠 りをむ さぼ っ て い た ）； Haui　Hapon 　 He 　3HaeT 　HH 　o 双Horo 　cBoero

uogTa ；oH 　noeT 　 ce・
’
e　noce ”e 　

．
　He　6e・ibi−To 　cHe 冫KKH ’

”
，　He 　no 双。3peBafi・na 冫Ke

Toro ，　uTo 　noeT 　cTMxH ，　a　He 　npo3y ……Se・lvaHcKH 益．　Co　lHHeHHfi 　A ．1
’
lyllJK｝｛Ha ．

（わ が国民は 自分た ち の 詩人を知ら な い 。 国民 は 今 日ま で
”
He　6e．Ubi・TO　cHe冫K ・

Kn
”

を歌 い 続 け て きた ，それが韻 文で あ っ て 散文で な い こ と す ら疑わ ずに …

…）。
「自由に ・気儘 に 。勝手に 」 の意味は 次の よ うな場合に よ く表わ され て い

る ：rlJlaByHqHK　xoAliT　ce6e　rro　H36e
，
　Hac 　HM 　qyToqKH 　He 　60HTcfi．　B．　BPIaHKva．

1
−
lnapyHUXK．（ひれ あ ししぎは 小屋の 中を思い の まま に歩 きまわ っ て ，ち っ と も

われわれを怖れな い ）； CTynali　 ce6e　 B　 cnHee 　 Mope
，
　 ry・ifiB　 Tall 　 ce6e 　Ha

npocTope ．　rlyurKHI−1．　 CI〈a31〈a　o　 pbI6aKe　H　pbl6Ke．（青い 海 へ 帰 っ て い っ て ，

広々 と した水 の 中で遊ぶ が い い ）；
− Pa3Be　 Hpe 駁oAaBaTeulflM 　 rnMHa3u ｝I　 H

｝KeHurHHaM 　npnnH ”Ho 　e3πHTb 　Ha 　BemocHnene 　？　一 　LIT 。 ＞Ke　TyT 　Henpu ・IHu −

Hero ？− cKa3an 　fi．− H 　nycTb 　KaTarQTcH 　ce6e 　Ha　3双opoBbe ．　qexoB．

qenOBeK 　B φyT朋 pe．（「中学校 の 教師ともあろ うも の が ， お まけ に 婦人ま で が

自転車に 乗 っ て い い もの で し ょ うか 」。
「何が悪い とい うの で す」 と僕は 言 っ た 。

「健康 の た め に 乗せ て お けば い い じ ゃ な い か 」）；
……rOBopn 　ce6e

，
　qTO 　xoqemh

HcKoJlbKo 　xogemb ，　MHe 　Bce　paBHo，　H　TaK　u　TaK 　qa員nHTb ・A ・TBapムoBcKH 負．

HeqHHKH。（何 とで も，好 きな だ け言え ， お れ に は ど うで もい い こ とで ， お れ は

ただ こ うして お茶を飲ん で い るだけの こ とよ）。

　慣用句 3H 磁 ce6e （知 らん顔で ，平気で ）； ｝＋CliBeT　HHqero 　 ce6e （か な りい

い 暮ら しを して い る）； TaK 　 ce6e （まあまあだ） に お ける　ce6e 　も　dativus

ethicus が起源で ある 。

　こ れ ら の 自動詞 と共に 用 い られ る 再帰代名詞 の 与格 は ロ シ ア 語 ， ポ ーラ ン ド

語，ブ ル ガ リ ア 語に お い て 頻繁に 用い られ る と言われ る が 岬 古教会 ス ラ ヴ語，

お よび古 ロ シ ア 語の 最古期 の 夊献に は再帰代名詞 の dativus　ethicus の 明確な

用例は な く，現代 P シ
’
ア 語の 用法と同様な用例が見 られる の は 16〜 17世紀 の

文献に お い て で あ る♂引従 っ て ， こ の 用 法は 比較的新 しい 発達 と考え られ る。

（1）　CaoBapb　pyccKoro　H3 もIKa，　T ．　IV．　AH 　CCCP ．从．，1961，　cTp ．92．

（2）　F．Miヒlosich．　OP ．　 cit．，　S．602．

  W ，Vondrゑk．　 op ．　cit．，　S 　363．
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（4）　B．レ更．βopKoBcKH 聶，　 rl．　C．　Ky3He 玖oB ・ixlcTopHtlec｝｛aA 　rPaM ：｛aTMKa 　PyccKQ 「o

∬3blKa ・2−e　H3A ・瓢・，1965，　cTp ・470．

5ce6e を伴 う再 帰構 文

　 ロ シ ア語に は ， fi　KynHn 　 ce6e　 HOBylO 　 my6y （私は新 しい 毛 皮外套 を買 っ

た ）； iMenBenb 　 ycTpaHBaeT　 ae6e 　 6ep．qory （熊は 自分 の 穴を つ く る）； OH

Bqepa 　 cfioMa 」l　 ce6e 　pyKγ （彼は きの う腕を骨折 した ）； HHoHepbI　 HocTaBMaH

KQTenoK 　Ha 　oroHb ，　qTQ6bi 　 cBapHTb 　 ce6e 　o6e 八 （ピ オ ネ
ー

ル の 少年た ち は 食

事をf乍る た め に 鍋を 火 に か け た ）； CTvaxH　 MafiKoBcKoro　 3aBoeBann 　 ce6e

BceMHPHylo 　cnaBy （マ ヤ ＝ 一フ ス キ イ の 詩 は 全世界的な名声を得た）な ど の 構

文に お げる よ うな ，文の 主語 （人を 示す 場合が多 い ） の 側か らみ た 行為 に おけ

る利害関係を表現する ，

一
見虚辞的な再 帰代名詞与格 の用法がか な り頻繁に 見

られ る 。

　 ロ ーム チ ェ フ は こ の 利害の 与格 の 用法が現代 ロ シ ア 語に お い て保持されて い

る こ とを認め るが，動詞 の 表わす行為 の 目的 の 表現 （dativus　fina！is） として

は ，用法が きわ め て 限 られ て い て ，cne πan 　qTO ・nu60 ＜＜ce6e 》 の タ イプ の 構文

に お い て 《双ππ ce6fi＞＞の 意味 と し て （例 ： npHroToBHn 　gTo ・nH60 《ce6e 》）現

われ る こ とを 示 して い る。
ω

　 しか し なが ら，わ れ わ れ は ，こ こ で ，外見上 同
一

の 《他動詞 ＋ ce6e ＋ 直接補

語（対格）》 の 構文で あ りなが ら ， そ の 内部構造を異 に す る もの の 存在 に 注意 し

な ければ な らない 。 例えば ， a）只 KyrrHn 　ce6e　I〈Hylry 　；OHa　BaPHT 　ce6e　KalllY

と 6）OH　noL 王ec制 ce6e　cnHHy 　npaB 曲 pyK（泌 と は 同一構造で 1よな い 。　a） の

動詞は KYMITb 　KHHry 　6paTy
，
　Ba 餌 Tb 　KaLLIY 　 pe6eHi〈y の よ うに 二 重格麦配の

可能な強支配動詞で あ り， 与格 ce6e は 間接 目的語 の 6paTy
，
　pe6eHKy の 位 置

に 代入 的 に 立 ち 得る 。 こ の 場含の ce6e は ，従 っ て ，動詞に 支配 される間接補

語で ある の か ，それ と も 「自由な与格」 で あ る dativus　commodi で ある の か ，

曖昧で ある 。 二重格支配を予想 し得 る動詞の うち，あ るも の に は ， そ の 語彙的

性質に よ っ て ，間接補語 の 与格が A册 ＋ 生 格の 意味 に 近 い も の が あ る 。
［2｝

Kyr 田 Tb　KHHry 　6paTy：　KYriHTb　KHxry 　双nfl　6paTa＝ KyrlHTb 　KHHry 　ce6e ：

KyrlHTb 　KHHrY 　nnfi　ce6 兄 ；　Bap ・PITb　Kamy 　pe6eHKy ：　BapHTb 　Kamy 　A 刀H

pe6eHKa＝ BapHTb 　Ka 【Hy 　ce6e ： BapvaTb 　Kau エy　Anfi　ce6fi
。

6）の 語群 noqec 細

ee6e　C服 Hy に お い て は ，与格 ce6e は 動詞 と語結合を成 さず ， 語結合 noqecafl

cnHHY に 関連す る 。 こ の 語法は シ ャ
ーフ マ ト フ が dativus　ethicus の用例 とし
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　　て 挙げた OHa　no ）lelllJla　l〈o　MHe 　H　noue ．loBabrra ，Mi．le　pyKy と同類 で ，
　da亡ivus

　　sympatheticus （交感 の 与格）〔3｝ と呼ばれ る の が普通で あ る 。

　　　　a）　利害の 与格 （dativus　commodi 　et　incommodi） と して の ce6e
。

　　　　こ の ce6e は 「獲得」 の 意味を持つ 他動詞と共に 現わ れ る こ とが 多 い 。 「獲

　　得
＝自分の もの に す る」 の 意味は利害関 係を表わ す与格と最も密接 に 閧連す る 。

　　　「損失」 の 場合 も， 「自分に と っ て マ イ ナ ス の もの を得 る 」 と見なす 。

　　　◇ rrpPlcBoHTb ／fipHcBaHBaTb 　ce6e　gTo ・n ．

　　　∂T° er ・ ・… P伽 … 3aMeTH ・ n ・6py・・　 ・。uran ・
，

・pHHaA・e・KaB ・・lyl。

cTapmHHe
・ oH 　 H3 　 MecTH 　pel・IH”cfi　 ・lpHcBoliTb 　 ee　 ce6e ．1

’
ly皿 K ｝iH．　 nH｛oH

　　TeHHep．（……
そ の 馬を 自分 の物に して や ろ うと決心 した）。

　　　◇ycBoHTb／ycBavaBaTh　ce6e 　gTo 一
丑．

　　　＞1〈H … −M ・〉｝c」ly・・e・eHUaM ・，　Ka3 ・KH … epep ・・1・・Hcb 　 …
’
・MH 　 H　y… PmH 　 cese 、

・6… q… 6pa3 跚 ・・ … paBbl・・pueB．涯，　T ・・cT・員．1〈a3aKM ．（…… ・ ザ ツ

　　ク た ちは 山岳人た ち の 習 慣 ， 生活様式，習 俗を身に つ rr　t6）。

　　　◇3aBOeBaTb ／3aBOeBbiBaTb 　6868　qTQ ．n ．

・ 「V！b’．M °n・nbl… yp・nbl・
He ・nynbl ； 3aB・… Mce6 ・… acTbe ！ TypreHeB．

　HaKaHyHe．（……幸福を手 に し て み せ る）。

’
　　〈＞npHQ6pecTH ／npHo6peTaTb 　ce6e 　llTo・JI．

　　　
KHuru ∂TH 　fi　npHo6pe π ce6e・皿ocToeBcKH 汽　yHHx（．　H 　ocKop6n ．（こ れ ら

　の 本が 手に 入 っ た ）。

　　　◇ CH 胚CKaTb ／CHHCKHBaTb 　Oθ6朗 TO ．n ．

　　　EnHHcTBeHHoe 　3aHfiTHe
，
　K・T・pblM・H　M ・r　6bl　cHHcKaTb 　 ce6e 冫KH3HeHHble

cpeAcTBa
・
　6・m … lil・HcTB ・・H ・・φ・ n ・・p・B ．12・cTy ・・beB ．（彼が生 活 の 資を

得る こ とが で ぎる唯一の仕事は 乞食稼業だ っ た）。

　　　＜＞Ha ＞KHTb ／ Ha ＞KHBaTb 　ce6e　qTO 一ハ．

　　　Ha’K … 　・・　ce6・　u 　n ・・
・… 　neHb ・… 1

’
lyma・・H ．・Cll．… P・lu・p・・．　Bp ・Me 。．（家

も出来れぽ ， 金 も溜ま っ た）。

　　　＜＞Bb匸npocHTb ／ BbMPaUIHBaTb 　ce6e 　uTo −
・1．

　　Bbinpocxn　ce6e　oTnycK 　BHe 　oqepeAva ，　ylllaKoB．（順 番外に 休暇を もら うこ

とがで きた ）； KoHUeccHK） Ha ＞Ke ”e3Hy ｝o　noPo 「y　noaygHTb
，
6aHK　3aBecTH

，

”b「°Ty 　KaKy 「°　ceσ・　Bblr・p・・H ・b　 Man 　 T・M − ・T・
−H・6y」［・　B　TaK ・M　p・n ・

HplKTo
　
Ha

　
gTo

　
KaK

　ABopfiHe 　1　 TypreHeB ．　HoBb ．（……何 らか の 特典を もら う

　こ と・…・・）。 　　　　　　　・
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　　◇BbIn 訂 aKaTb ／BblHJIal （HBaTb 　ce6e 　LI’ro −JI．

　　KorRa　ek 　He 丑aulH　aBToMaT
，
　oHa 　3apeBe ・la　H　Bblri・laKa ，rra・Tal〈M　ce6e 　opy 一

冫KHe ・BepiuHFopa．　nlollH　c 畷 cT磁 coBecTblo ．（彼女は 泣 きわめ い て ， と うと

う武器 を手 に 入れ た ）。

　　◇cfipocxTb ／cnpallJHBaTb 　ce6e ・9To −n ，

　　B　TpaKTHpe 　3HamH 　Fepac 襲Ma 　H　rloHHManM 　ero 　3HaKH ．　OH　cnpocHn 　ce6e

取 e勇 cMficoM 　H　 ce ・ll，　 onepulHcb 　pyKaMli　Ha 　cToJI ．　TypreHeB．　MyMy ．（一 ・・彼

は肉入 りの シ チ ー
を注文 し た ……）。

　　〈＞3aKa3aTb ／3aKa31〕iBaTb 　Ce6e 　HTO 一π．

　　OH　fioffpaB 　LI　fiA　qepHblfil　raJIcTyK 　6aHT？II〈OM
，
　ca 双H ハcH　3a　cTonHK 　H 　3aKa3aJI

Ce6e 　fiHBO 　H　BO 励 y．「IayCTOBCK麟 ．　 m 皿 OBHHK ．（……ビ ール と干物の 魚を注

文 した）。

　　◇yHCH？ITb ／ynCHfiTb　ee6e 　qTO −A ．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　恥 y騰 erO 　Bapyr 　nOnH ”nacb 　 TaI〈afl　 HeO ）KH 」laHHafi　nyTaHHIta 　MOXOnblX
　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　v
MLIctrreH　M　｝｛a皿e｝K 双，　npoTHBopeLla 眼 ｝lx　BceH 　ero 　冫KH3Hva

，　qTo 　oH ，　qYBCTBYff

C・6fi　He 　B　 cHJIax 　y紬 HTb
』
Ce6e　CB 。e　 C・CT ・HH 鴫 T ・TuaC 冫Ke 　3aCHy ・・．　 n ．

To ”CToM ．　Boima　H　MIiP ．（t・一 自分の 置か れて い る状況を理解する……）。

　　以下 ，実際の用例は 省略す る が ， 利害の 二
＝ ア ン ス を持つ ce6e は ，次の よ

うな動詞 （お よ び それ ら の 類語） と共 に 用 い ら れ る こ と が 多 い 。 CTPOHTb
，

roToBHTb ，　KynHTb ，6paTb，　L1IMTb
，
　BapHTb

，
　HcKaTb

，
｝la首TH

，
　MblcnHTb ，・pHcoBaTb

な ど 。

　　し か し，利害 の 与格 ce6e に は ，＜＜
‘
月 HpHexa パ 　　noBe 潤 Te 刀bHo 　TPe6yeT

ce6e 　nono 」 HeHHsl 》（JI．　B．　Ulep6a ）（
‘

只 npHexa ガ 1よ絶対的 に 補語を要求す る）
の ごと き，個人的，修辞的な用法 もあ り，そ の 使用 範囲 を 明確に する こ と は 困

難で ある 。

　　ま た ，こ の ce6e に は イ デ ィ オ ム 化 した もの があ る 。 ocTaBHTb 　ce6e πa3e 自Ky

（逃げ道を残 して お く）； nPOglo ｝K ｝ITb 　 ce6e 　 Aopory （自分の進路 を開拓す る）；

pblTb　 ce6e 　 fiMy （自ら墓 穴を掘 る）； HarpeTb 　 ce6e 　 nne “m （働き
『
疲 れ る）；

nopTHTb 　ce6e 　KpoBb （腹が立 っ ）； AeJaTb 　ce6e 　3aBHBKy （パ ー
マ ネ ン トを か

ける）； 3aMeTbTe 　ce6e　HoMep 　aoMa （番地 を覚え て お い て 下さ い ）； cTpoMTb

ce6e 　li」 JI｝03HH （妄想を い だ く） な ど 。

　6） 物主 の与格 （dativus　possessivus） な い し交感の 与格 （dativus　sym −

patheticus ）と して の ce6e 。
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　　Ha ・o 川 ellHbl曲 職 Ta 田 lleMH 」〔ocepAIIo 　pe3aπ ．鷹 耶 eqo ．　Typrei−［ers．　Be躙 H

刀yr．（い っ ぱ い に 詰 ま っ た 獲物袋が 無清 に も肩に きりきりと くい こ ん で 痛 い ）

に お い て入 称代名詞与格 MHe は 物主的 ；こ fi諏eqo に 関 係 しな が ら，物主 代名詞

Moe に 置 き換え得な い ， 感1生的 な意味の ニ
ュ ア ソ ス を持 つ 。 こ の 与格は 人間 の

身体が動詞 の表わ す作用 を受ける時 に 用 い られ ，動詞 の 主語が 自分 の 身体に あ

る作用 ・動作を 及 ぼす時 に は ce6e が 用 い られ る 。

　　GTapHK　rro．qHfiJlcA，　cen 　Ha 　Kpec πo　H，　B3HB − Hcb 　3a 　no 皿60po皿oK ，　cTan

KycaTb 　ce6e 　Na ，lbubl ＿… TypreHeB ．　OT恥 I　H 双eTH ．（……自分 の 指 を噛み は

じめ た ）；　　9To　TouHo
，　HTo 　TeHu 　HeTy ，r 　oTBeqaJl 　H 且Ko 涯甜 neTpoBHg

HnoT ？lpaJl　ce6e　6poBM．　 TaM 冫Ke ．（…… 眉 を こ す っ た ）； naBen　 HeTPoBHg

noMoqH π ce6e　JIQ60AeKoJloHoM 　H　3aKp ｝・ln　rna3a ．　TaM ｝Ke ．（パ ー
ヴ ェ ル は 額

に オ ーデ コ ロ ソ を つ け，目を閉 じた ）。

　　こ の ce6e は 「負餝 ・けが 」 の 意味の ニ
ュ ア ン ス を持 つ 動詞 と共 に 用い られ

る時は ， 不 利 ・被害の 与格 （dativus　incom皿 odi ）に 近 い 。

　　KOPAa　 6bI刀 fl　Ma ・lbqHlllKOVI 刀eT 　 lleCfiTH，
　TO 　 3axOTen 。Ch 　 MHe 　 HOVIMaTb

co 刀HLIe 　cTaKaHoM ・BoT 　B3fi・l　fi　cTal 〈aH
，

”o皿Kpancfl 　 H　　 x　ulon 　【lo 　cTeHe ！

pyKy　 pa3pe3a，1　 ce6e ．　 ropbKH焦 MaTb．（……手を けが した ）； 1
“
loJIH　 npoqb

，

6e3yMHbltt　Ma 」lbHHII 」Ka ！「Ae 　Te6e 　e3nHTb ・Ha ・MeeM 　K 。He 〜 Ha 　nepBbix 　Tpex

maPax ・H　Te6 ”　c6P 。cHT ・
H　Tbl　pa3e6bel・lb　 ce6e 　3aTbl … K ・6　KaMHH ． 刀ep −

1　 OHTOB ．69ala．（…… お 前は 岩 に ぶ っ か っ て ，首を へ し折 るぞ）； 分 ceromHfi

o60mrna 　ce6e 　yTHoroM　neBylo 　pyKy・…・・Pa60TaTb　HHKaK 　HeJlb3fl ．　ノエocToe ・

BcKH 飩。　Be岬 bIe 調職 H ．（私eよき ょ うア イ 卩 ン で 左手を 火傷 した）；OH 　oTToRTan

ce6e 　HoFH 　Ha 　fipory爪 e．　ylllaKoB．（散歩の とぎ足を痛め た ）； 3HMoie…… OHH

oTMopa ｝KHBaloT 　ce6e　pyKH 　H　HorH 　H　qacTo 　Aa ＞Ke 　3aMep3aloT ．　tlexoB ．

OCTPOB　CaxaπHH ．（彼 ら et手足に 凍 傷を負 い ，凍死す る こ と さえ し ば し ぼ あ

る）；C… e・・ pa3M ・xy ・yn ・P・n ・H　KY4 ・K ・M … y・・HH 伽 ・・K ・，　n ・・pe，un

oθ6θ pyKy・」［EocToeBcKHVa・1
’
lpecTyiln・MHaKa3 ・（……手を痛め た ）； Cepr磁

oueHb 　ycTafi　H ．　HaTep 　ce6e　HorH ・KaK−To 双o 触 eT　 cro江a ？　Typr ．　 Apx．6P．

（足に す り傷を こ しらえた）。

　な お ， こ の 交 感の 与格 は ， 自動詞 と共 に用 い られ る時は ， 《動詞 ＋与格 ＋ 前

置詞 句＞＞の構文を と り （例 ： OHa ロocMoTpeJTa ．lfHe 　B　rna3a ； 1
’
lyJiH　nona ．la

e”tLy
　B　rpynb ），そ の 再 帰的用 法 も可 能で ある （例 ： OH　HocMoTpe π ce6e 　m 双

Horva ）。
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　主語の利害を ， 多か れ 少かれ ， 表わ す与格 ce6e を伴 5再帰的表現に お い て ，

動詞 と ce6e との 結び つ きの 度合 は 一
様で は な い 。

　 a） の グ ル
ープ に お い て は ，

1）　nQ3BonHTb κo ．ifLY　 tlTo の よ うな二重格支配動詞の間接補語と し て ，　 ce6e

が統辞的必然 と して 現われ る場合 （例 ： no3BoJIMTb 　 ce6e 　 Bo ”bHocTva
‘

遠慮な

くふ る ま う
’

）；2） npeAcTaB レITb 　ce6e 　 uTo の よ うに ce6e が 語彙的に 必要な

慣用 句的表現 ； 3） 3aBoeBaTb （ce6e ）aoBepHe （信用 を得る）の よ 5に ，　 ce6e

の 使用が ， 必須で は ない が ，具体的 な文の 中で ， 主語の 利害 ・主語へ の 帰属を

強調す る た め に ，文体的に 好 ま れ る場合が区別 さ れ る
。

6）の グ ル ープ に お け

る ce6e は a）の それ に較べ ， 感覚的 な意味 の ニ
ュ ア ン ス が強 い 。

（工）　T，H ，　JloMTeB ．　yKa3 ．　cou ．　cTp ．254．

（2＞　rPaMMaTvaKa　pyccKoro　fi3blKa．　T．　II，9．1．　cTp ．12＆

（3） こ の 用譲は ドイ ツ 語 の 文法 に お い て普通 に 用 い ら れ る が ，
P．　Mpa3eK は W ・

　 Havers が Untersuchungen 　zur 　Kasussy エ1tax 　der　indogerrnanischen　Sprachem ，

　1911 に お い て 用 い た 適切な る用語とし て ，自己 の 研究 に お い て借用 して い る　（前

　掲書，240 頁）。
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